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第６学年 算数科学習指導案

日 時 平成１６年９月 ３日（金）

２校時 ６年１・２組

児 童 ６年１組 男１４名 女１７名 計３１名

６年２組 男１１名 女１７名 計２８名

指導者 Ａコース 教諭 三浦 弘子(やまねこﾙｰﾑ)

Ｂコース 教諭 川村 優子( 年 組教室)6 2
Ｃコース 教諭 山岡 勝利( 年 組教室)6 1

１ 単元名 「分数のかけ算とわり算を考えよう」

２ 単元の目標

○ 分数の乗除計算の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を伸ばす。

【関心・意欲・態度 ・分数の乗除計算のしかたを、既習の分数の性質、計算と関連づけて考えようと】

する。

【数学的な考え方】 ・既習の分数の性質、計算と関連づけて、分数の乗除計算の仕方を考えようとす

る。

【表現・処理】 ・分数の乗除計算ができる。

【知識・理解】 ・分数の乗除計算の意味やその計算のしかたを理解する。

３ 単元について

分数についてはこれまでに分数の表し方とその意味、分数の性質、分数の加法・減法を学習してき

た。本単元は、分数の乗除計算の意味とその計算のしかたについて理解することである。しかし、分

数の乗除計算をできるようにするだけでなく、これまでに学習してきた整数、小数、分数についての

四則計算を完成することにもある。したがって、分数の乗除計算の問題をすぐに与えて解決するので

はなく、児童が学習全体の見通しを持つことを大切にしたい。そのため、プロローグでは、既習の計

算を振り返る中で「あと分数の乗除計算ができれば、整数、小数、分数の四則計算を全部できたこと

になる」という意欲を持たせることを大切にしている。その意欲によって児童が主体的に計算の仕方

を発見することにつながってくる。

本単元の分数の乗法と除法の計算には、次のような内容をあげることができる。

分数×整数 分数÷整数 分数×分数 分数÷分数

整数×分数 整数÷分数 分数×小数 分数÷小数 など

これらの分数の乗法・除法の指導は、その意味の指導と計算の指導という２つの側面から指導する

ことをねらいとしている。そこで、整数や小数の乗法・除法と関連させたり、数直線や計算のきまり

を使ったりしながら分数の乗法・除法の意味理解や計算のしかたを考える指導を充実させることが大

切である。

本単元に関わる児童のレディネステストの結果は以下の通りである。

ね ら い 問 題 正答率

１ 単位分数の考え方が理解でき は、 が、□個 ， は、 の□倍 ９９％

ている。 は、□が５個 ９０％

１㍑は、□㍑が３個 ４０％

２ 分数の分子と分母の関係が分 ８８％

かっている ５３％

， １００％

３ 分数の約分が分かっている ８４％

どの児童も真分数や仮分数における単位分数の考え方は理解できているが、整数を単位分数を用い

て考えることは、半数以上の児童が理解できていない。分数の分子と分母の関係はほとんどの児童が

正しく分かっている。しかし、整数を分数で表すことになると、正答率がぐっと下がってしまう。児

童は、整数を分数で表す事を苦手としていることが分かった。整数を分母が１の分数に直して計算を
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する場面はていねいに扱っていきたい。また、分数の加減計算では、答えを約分しなかったり、まだ

約分できるのにそのままにしてしまうケアレスミスが多かったので、正確に計算できるようにさせて

いきたい。

算数学習に対しての意識や指導形態等に関しての意識調査の結果は以下の通りである。

好 き 嫌 いどちらかというと好き どちらかというときらい

算数の学習は好きですか １２ ％ ５１ ％ ２９ ％ ８ ％

計算問題は好きですか １２ ％ ５４ ％ ２９ ％ ５ ％

文章問題はすきですか ８ ％ ２４ ％ ５１ ％ １７ ％

一斉授業は好きですか １０ ％ ４９ ％ ３９ ％ ２ ％

進め方に ＴＴ授業は好きですか ４１ ％ ４１ ％ １５ ％ ３ ％

ついて ２コース学習は好きですか ２４ ％ ６１ ％ １５ ％ ０ ％

３コース学習は好きですか ５３ ％ ３６ ％ １１ ％ ０ ％

（主な理由記述）○→好き ▲→嫌い

一 ○先生がみんなに合わせてくれたり、わかり ２ ○問題が早く進むから

斉 やすく教えてくれるから。 コ ○２コースに分かれた方が話しやすい。

学 ○みんなでやれば説明やその人の考えが分か ｜ ○人が少なくて集中できる。

習 るから。 ス ○発表ができるし、分からないときにすぐ

▲本当の自分が出せない。 学 聞ける。

▲手を挙げる人たちで進むときがあるから。 習

Ｔ ○先生が２人いるから、分からないところが ３ ○発表がたくさんできるから。

Ｔ あったら、すぐに来てくれるから。 コ ○自分の進み方に合っているコースがある

学 ○２人の先生がいて、１人の先生は黒板で、 ｜ から。じぶんのペースで進められる。

習 もう一人の先生は近くで詳しく教えてくれ ス ○ゆっくり分かるまで教えてもらえる。

るから。 学 ○別なクラスの人と学習できる。

▲集中できないときがある。 習 ○３コースの方が選びやすい。

児童はよく理解できなかった問題があったり、論理的に考える問題になるとつまずいたりと、算数

に苦手意識を持っているものが多い。一斉学習での話し合い場面で、友達の意見を聞くことに学習の

楽しさを感じている児童が多い。学年のはじめ、２コース学習や３コース学習は、分かれて学習する

ことに不安感を抱いている児童が多かったが、学習内容（問題・課題・まとめ）を同一にしていくこ

とにより安心して学習に取り組めるとともに自分にあったコースでの学習のよさを感じている。

本時は、計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単なことを理解することと整数×分数の計

算のしかたを理解することの学習である。

前段の約分する学習では、計算の途中で約分することに気づく児童は少ないと思われる。答えを約

分する考えも認めながら、計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単にできることのよさに気

づかせその仕方を理解させたい。

後段の分数×整数のかけ算のしかたは、整数を分数表記することで、真分数×真分数の計算のしか

たと同じになることを気づかせたい。

４ 研究の視点に関わって

児童の実態を踏まえて、本単元の学習の基礎・基本となる第１小単元は一斉学習ＴＴで多様な考えを

出させたり、様々な意見の交換により概念を高めていきたい。第２・第３小単元では 「補充・練習・、

発展学習」を行いより学習の定着を図るために、一斉学習より理解度や学習ペースの差に対応できる習

熟度別（コース別）学習が効果的であると考えた。

今回も、学級の枠を取り除き３段階の習熟度合いに分けて２Ｃ３Ｔの習熟度別（コース別）学習を行

う。コースは設定は、児童の希望を考慮しながら、教師が行う。Ａコースは「小数の乗除の立式や分数

の約分などは十分に理解していて、分数の乗除の意味と計算の仕方について自分で作り出していくグル

ープグループ 、Ｂコースは 「小数の乗除の立式や分数の約分等はだいたい理解していて、分数の乗除」 、

の意味と計算のしかたを仲間とともに作り上げていくグループ 、Ｃコースは「小数の乗除の立式や分」

数の約分などに不安があり、学習内容を一つ一つ教師と確かめながら、確実に習得しようとするグルー

プ」とした。また、３コースともに毎時間の学習内容（問題・課題・まとめ）は同一のものとし、コー

スが違うことで児童が持つ不安感に配慮した。コース変更の場を設定し、学習の理解状況に応じてコー

スの移動を可能にした。

学級ＴＴと２Ｃ３Ｔの両者をうまく組み合わせて、変化を持たせながら楽しんで学習していきたい。
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５ 指導・評価計画 第５単元 分数のかけ算とわり算を考えよう（１８時間）

小 時 指導
単 間 目 標 学 習 活 動 評 価 基 準 十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要すると判断された 形態
元 児童への具体的な手だて

１ ・整数、小数、分数の計算を ・１ で ㎡塗れるペンキがあると □分数×整数の計算を、単位分数 ・図やかけ算の意味など既習内 ・図やかけ算の意味のいずれか ・数直線図や言葉の式を示しå 考

・ 振り返って未習の計算につ き、２ で塗れる面積を求める式を のいくつ分ととらえ整数の乗法 容を活用して多様な方法で計 に基づいて計算のしかたを考 た補助プリントを与え、立å
分 ２ いて考える。 考える。 に帰着して考えている。 算のしかたを考えようとして えようとしている。 式の根拠を考えさせる。 ＴＴ

数 ・分数に整数をかける意味を ・ ×２の計算のしかたを考える。 □分数×整数の計算ができる 。 いる。 ・面積図を用いて、単位分数表 。
の 理解する。 ・分数×整数の計算のしかたをまとめ ・数直線や図、言葉の式、小数 ・数直線や図、言葉の式、小数 のいくつ分になるかを考え
か ・分数×整数の計算のしかた る。 による置き換えなどを根拠に による置き換えのいずれかを させ、計算のしかたを導き
け を理解し、計算ができる。 して立式の説明ができる。 根拠にして立式ができる。 出させる 。。

算 ３ ・分数×整数の計算で、途中 ・ ×４の計算のしかたを考える。 □分数の乗法の計算のしかたを筋 ・常により簡単なものになるよ ・計算の途中で約分して、計算 ・約分のしかたを一段階ずつ考

と で約分できる場合の計算の ・途中で約分できる場合の計算のしか 道立てて説明できる。 うに工夫しようとし、分数の をより簡単なものにしようと 確認しながら計算に取り組 ＴＴ
わ しかたを理解し、その計算 たをまとめる。 □約分のある乗法計算ができる。 かけ算においても計算の見通 している。 ませる。表

り ができる。 しを持ちながら、計算の途中
算 で約分をしている。

４ ・分数を整数でわる計算の意 ・２ で ㎡塗れるペンキがあるとき □分数÷整数の計算を単位分数の ・図やわり算の意味など既習内 ・図やかけ算の意味のいずれか ・数直線図や言葉の式を示しå 考

味を理解する。 、１ で塗れる面積を求める式を考 いくつ分ととらえて整数の除法 容を活用して多様な方法で計 に基づいて計算のしかたを考 た補助プリントを与え、立 ＴＴ

〔

å
５ える。 に帰着して考えている。 算のしかたを考えようとして えようとしている。 式の根拠を考えさせる。

時 ・ の計算のしかたを考える。 いる。
間 ・数直線や図、言葉の式などを ・数直線や図、言葉の式のいず

根拠にして立式の説明ができ れかを根拠にして立式ができ

〕

る。 る。
５ ・分数÷整数の計算のしかた ・分数÷整数の計算のしかたを考え □分数÷整数の計算ができる。 ・分数÷整数の計算のしかたを ・分数÷整数の計算ができる。 ・誤答を分析しながら、個別表

を理解し、その計算ができ る。 □分数÷整数の計算のしかたを理 理解し 正確に計算ができる に支援する （同値分数、 ＴＴ知 、 。 。
る。 ・分数÷整数の計算のしかたをまとめ 解している。 約分等）

る。

１ ・分数をかけることの意味を ・１ で ㎡塗れるペンキがあるとき □真分数×真分数の計算のしかた ・立式の根拠を数直線や言葉の ・問題場面を数直線や言葉の式 ・小数と分数の関連づけを ２Ｃå 考

・ 理解する。 、 で塗れる面積を求める式を は、図を用いて既習の分数×整 式に置き換えて説明してい に置き換え、数量の関係を式 行い、乗数が分数の場合で ３Ｔå
分 ２ ・真分数×真分数の計算の仕 考 える。 数、分数÷整数の計算をもとに る。 に表している。 も、整数や小数の場合と同

方を理解し、その計算がで ・ の計算のしかたを考える。 して考えている。 ・数直線や図、かけ算のきまり ・数直線や図、かけ算のきまり じ数量関係であることから
数 きる。 ・真分数×真分数の計算のしかたをま □真分数×真分数の計算ができる を活用して分数をかける計算 を活用して分数をかける計算 、乗法の式で書けることを表 。

とめる。 のしかたを考え、それをより を考え出し計算できる。 とらえさせる。
の ・上記の型の計算練習をする。 簡単で、どんな場面でも通じ ・分母どうし、分子どうしか

る計算方法として導きだし計 ける計算になっていること
か 算できる。 を確認する。

３ ・計算の途中で約分できると ・ の工夫した計算のしかたを考え □計算の途中で約分できるときは ・常により簡単なものになるよ ・計算の途中で約分をしたり、 ・分数×整数の約分のしかた ２Ｃ関 、
け きは、約分すると簡単なこ る。 約分すると簡単にできることの うに工夫しようとし、分数の 整数×分数を分数×分数に直 と関連させながら、約分す ３Ｔ

とを理解する。 ・ の計算のしかたを考える。 よさに気付き、約分してから計 かけ算においても、計算の見 したりして計算をより簡単な るよさに気づかせるととも本
算 ・整数×分数の計算のしかた 算しようとしている。 通しを持ちながら、計算の途 ものにすることができる。 に、計算の方法を一段階ず時

を理解し、その計算ができ □途中で約分できる計算、整数× 中で約分をしたり、整数×分 つ確認する。表

る。 分数の計算ができる。 数を分数×分数に直したりし

〔

６ て計算をより簡単なものにし
時 計算することができる。

間 ４ ・辺の長さが分数の場合も、 ・縦が ｍ、横が ｍの長方形の面積 □既習の整数、小数の計算法則を ・分数のかけ算において、面積 ・分数のかけ算において、面積 ・長方形の面積の公式と分数 ２Ｃ考

面積を求める公式が適用で の求め方を考える。 もとにして分数の場合にも計算 の公式にあてはめることがで の公式にあてはめることがで のかけ算の計算のしかたか ３Ｔ

〕

きる事を理解する。 ・辺の長さが分数の場合も、面積を求 法則が成り立つことを説明でき きることや、交換、結合、分 きることや、交換、結合、分 ら × でよいことを確認
・数が分数の場合も、交換、 める公式が適用できることをまとめ る。 配の法則が成り立つことが分 配の法則が成り立つことを理 し、面積図から答えを導か

結合、分配の法則が成り立 る。 □数が分数の場合も 交換 結合 かり、それらを用いて能率的 解している。 せる。知 、 、 、
つことを理解する。 ・数が分数の場合も、交換、結合、分 分配の法則が成り立つことを理 に計算するしかたを理解して ・整数の交換、結合、分配法

配の法則が成り立つかどうかを調べ 解している。 いる。 則を再度振り返らせ、一段
る。 階ごとに計算練習に取り組

［発展］帯分数の計算のしかたを考え ませる。
る。
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５ ・学習内容に習熟する。 ・ 練習」をする。 □分数の乗法計算ができる。 ・分数の乗法計算が、早く正確 ・分数の乗法計算が正しくでき ・誤答を分析しながら、個別 ２Ｃ「 表

・ ・学習内容の理解を深め、算 ◆〔チャレンジ〕自分で分数の乗法計 □いろいろな数の組み合わせを考 にできる。 る。 に支援する （約分、積が ３Ｔ関 。
６ 数への興味を広げる。 算を作り、計算をする。 えようとしている。 ・進んで様々な分数の乗法計算 ・様々な分数の乗法計算をつく 整数等）

積が整数になるような分数の計算を をつくって それを解決する って、それを解決する。、 。
考える。

１ ・分数でわることの意味を理 ・ ｍで重さが ㎏のパイプがあると □数直線図や計算のきまりを用い ・立式の根拠を数直線や言葉の ・問題場面を数直線や言葉の式 ・数直線や言葉の式による立 ２Ｃ考

・ 解する。 き、このパイプ１ｍの重さを求める て既習の分数×整数、分数÷整 式に置き換えて説明してい に置き換え、数量の関係を式 式の根拠を明らかにし、除 ３Ｔ
２ ・真分数÷真分数の計算のし 式を考える。 数の計算をもとにして、真分数 る。 に表している。 数が分数の場合も、整数や

分 かたを理解し、計算ができ ・ の計算のしかたを考える。 ÷真分数の計算のしかたを考え ・数直線図や図、わり算のきま ・数直線や図 わり算のきまり 小数の場合と同じ数量関係、 、
る。 ・真分数÷真分数の計算のしかたをま ている。 り 分数のかけ算を活用して 分数のかけ算を活用して分数 であることから、除法の式、 、

数 とめる。 □真分数÷真分数の計 算ができ 分数でわる計算を考え、それ でわる計算方法を考え出して で表せることを理解させ表

る。 をより簡単で、どんな場面で いる。 る。
の も通じる計算方法として導き ・既習事項の分数×整数、分

出している。 数×整数を用いて計算して
わ いることを一段階ごとに確

かめさせる。

り ３ ・計算の途中で約分できると ・ のくふうした計算のしかたを考 □計算の途中で約分できるときは ・常により簡単なものになるよ ・計算の途中で約分したり、整 ・分数のかけ算の時の想起を ２Ｃ関 、
きは、約分すると簡単なこ える。 約分すると簡単なことのよさに うにくふうし、計算の前に見 数÷分数を分数÷分数に直し させ、約分すると簡単に計 ３Ｔ

算 とを理解する。 ・ の計算のしかたを考える。 気づき、約分してから計算しよ 通しを持ちながら、計算の途 たりして、計算をより簡単な 算できることを思い出させ
・整数÷分数の計算のしかた ［発展］帯分数の計算のしかたを考え うとしている。 中で約分をしたり、整数÷分 ものにしようとしている。 る。

を理解し、計算ができる。 る。 □整数÷分数の計算ができる。 数を分数÷分数に直したりし

〔

表

５ □計算の途中で約分すると簡単に て計算をより簡単なものにし知

時 処理できることを理解している ようとしている。。

間 ４ ・３口の分数の乗除混合計算 ・ の計算のしかたを考える。 □３口の分数の乗除混合計算がで ・常により簡単なものになるよ ・乗除の混合式をかけ算だけの ・分数のわり算は、かけ算に ２Ｃ表

のしかたを理解し、その計 ［発展 「逆数」について考える。 きる。 うに工夫し、乗除の混合式を 式にして、より簡単なものに 直せることと、かけ算だけ ３Ｔ

〕

］
算ができる。 □３口の分数の乗除混合計算のし かけ算だけの式にして、より なるようにしようとしてい の式に直して計算すること知

かたを理解している。 簡単なものになるようにしよ る。 を一段階ごとに取り組ませ
うとしている。 ・かけ算とわり算の計算のしか る。

・かけ算とわり算の計算のしか たの違いを理解している。
たの違いを説明している。

５ ・学習内容に習熟する。 ・ 練習」をする。 □分数の除法計算ができる。 ・分数の除法計算が、早く正確 ・分数の除法計算が正しくでき ・誤答を分析しながら、個別「 表

にできる。 る。 に支援する 整数÷分数 ＴＴ。（ 、
・進んで様々な分数の除法計算 ・様々な分数の除法計算をつく 分数÷整数、約分等）

をつくって それを解決する って、それを解決する。、 。

時 １ ・時間の分数表示について理 ・ 時間は何分か考える。 □時間を分数表示することができ ・数直線や言葉の式を用いて問 ・問題場面をとらえ、時間を分 ・時計の図を問題場面にあわ ＴＴ表

間 解する。 ・４０分は何時間か考える。 る。 題場面をとらえ、時間の分数 数表示することができる。 せて色塗りをして、分数と
と 表示について正しく理解して 時間の関わりをとらえさせ
分 いる。 る。
数
ま １ ・学習の理解を確認する。 ・ たしかめ」をする。 □わり算の性質を用いて、除法の ・わり算の性質を効果的に使っ ・わり算の性質を使って、除数 ・誤答を分析しながら、一段「 考

と ・学習内容の理解を深め、算 ◆〔チャレンジ〕分数の除法計算のし 計算のしかたを説明できる。 て、除数の分母と分子を入れ の分母と分子を入れ替えてか 階ごとに取り組ませる。 ＴＴ
め 数への興味を広げる。 かたを、わり算の性質を用いて考え 替えてかけることの意味や計 けることの意味や計算のしか

る。 算のしかたを説明できる。 たを理解している。

4
3

5
2

4
3

5
2 ÷

4
3

10
9 ÷

3
25 ÷

5
1

5
6

4
3 ×÷

4
3



６ 本時の展開

（１） 目標 計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単なことを理解する。

整数×分数の計算のしかたを理解し、その計算ができる。

（２） 展開 （Ａコース はやぶさコース）

段階 学習活動 教師の働きかけ・児童の反応 留意点

つ

か

む

３分

１ 問題を提示

し、学習課題

を確認する

１ 問題を提示し、課題をつかませる。

10
3

9
8 × の計算のしかたをくふうしよう。 

・前時の学習を想起

させる。

た

し

か

め

る

２５

分

２ 各自見通し

をもたせ自力

解決を行う 

３ 考えを発表

し、計算のし

かたを確かめ

る

２ 自力解決をさせる。

○ 式をみて、工夫できるところはないか考えよう。

・ ８と１０、９と３で約分ができそうだ。

３ 各自の考えを発表させ、計算の仕方をまとめる。

ア 計算してから約分する イ 途中で約分する

10
3

9
8 × ＝

109
38

×
×

10
3

9
8 × ＝

109
38

×
×

＝
90
24

＝
15
4

＝
15
4

○どちらの計算の方が早く簡単にできますか。

・ 途中で約分できるときには、約分してから計算すると簡

単に早くできる。

４ 練習問題をさせ、途中で約分する計算の方法を確認させる。

①
4
1

7
6 × ②

5
7

14
3 × ③

9
4

2
3 × ④

10
9

12
5 × ⑤

9
86×

○ 整数×分数の計算の仕方を考えさせる。

9
86× ＝

9
8

1
6 × ＝

91
86

×
×

＝
3

16
（

3
15 ）

・ 整数×分数の計算は、整数を分母１の分数に直すと、真

分数×真分数の計算方法でできる。

・答えを約分してい

ない児童には、も

っと簡単な分数に

表せないか気付か

せる。

・答えを約分した児

童には、もっと簡

単な方法はないか

考えさせる。

・途中で約分できる

ときには、約分し

てから計算すると

簡単に早くできる

ことのよさに気付

かせる。

・時間を決めて問題

を解かせる。

・整数を分母１の分

数に直すと、真分

数×真分数の計算

方法でできること

に気付かせる。

・既習の分数×整数

の計算も同じよう

にできることを確

認する。

ひ

ろ

げ

る

１７

分

４ まとめる ５ まとめをさせる。

計算の途中で約分できるときは、約分してから計算する

と簡単にできます。

６ 確かめ問題をさせる。

①
5
4

6
5 × ②

9
5

5
3 × ③

9
1012× ④ 6

8
3 ×

７ 学習感想を書かせる。

８ 次時の学習を知らせる。

（評） 
Ａ→４問中４問

Ｂ→４問中３問

Ｃの児童への手

立て→途中で約

分する手順を再

度確認する。

・確かめ問題が終わった児

童には、問題のタイプを

選んでチャレンジさせ

る。

・次時は、分数で長方形の

面積を求めます。



- 3 -

７ 板書計画

９／３ 分数のかけ算

ｐ６６

問 題 課 題

の計算のしかたをくふうしよう

〈見通し〉 児童の考え 〈整数×分数〉

・約分

・８と１０

・９と３ まとめ

計算の途中で約分できる

ときは、約分してから計算

練習問題 すると簡単にできます。

６ 本時の展開

（１）目標 計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単なことを理解する。

整数×分数の計算のしかたを理解し、その計算ができる。

（２）展開 （Ｂコース ペンギンコース）

段階 学習活動 教師の働きかけ・児童の反応 留意点

。つ １ 問題①を提示 １ 問題を提示し、課題をつかませる。 ・前時の想起をする

か し、学習課題を確

む 認す の計算しかたをくふうしよう。

３分 る。

２ 計算のしかたを 自力解決させる。 ○自分の考えで、自

考える。 ア．約分していない児童には 「もっと簡単な分数 力解決しようとして、

た に表せませんか」と助言する。 いるか。

イ． を と約分した児童には 「計算の途中、

で約分できませんか」などと助言する。

、 。し ３ 考えを発表し、 ３ 各自の考えを発表させ 計算のしかたをまとめる

計算のしかたを確 ア 計算してから Ｂ

1 0
3

9
8
×

1 0
3

9
8
×

3
16

91
86

9
8

1
6

9
86

=

×
×

=×=×

　　　

10
3

9
8
×

15
4

90
24

109
38

10
3

9
8

==

×
×

=×

　　　 1 5
4

1 09
38

1 0
3

9
8

=

×
×

=×
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かめる。

か

め

る 途中で約分できるときは、約分してから計算す

ると簡単である。

４ 練習問題①をさせ、確認する。 ○途中で約分できる

３０ （教科書ｐ６６①の問題４問） 計算ができる。

４ 問題②の解決の ５ 整数×分数の計算のしかたを考えさせる。 ・整数を分母１の分

しかたを考える。 数に直すと、真分数

×真分数の計算方法

でできることに気づ

分 整数×分数の計算は、整数を分母が１の分数にな かせる。

おすと分数×分数の計算と同じようにできる。

６ 練習問題②をさせ、確認する。 ・既習の分数×整数

（教科書ｐ６６②の問題４問 ） の計算もおなじアイ）

ディアで計算できる

ことを確認する。

９ まとめる ７ まとめをさせる。 Ｂ⇒

ひ

Ｃの児童への手だて

ろ ８ たしかめ問題を行う。 は

げ

る

１２ ９ 学習感想を書かせる。

分

次時の学習内容を知らせる。10

10
3

9
8
×



（Ｃコース カルガモコース）

段階 学習活動 教師の働きかけ・児童の反応 留意点

つ

か

む

１０

分

１ 前時の復習

問題を２問提

示して前時を

想起する

２問題を提示し

学習課題を確

認する

１ 復習問題を解かせ、課題への意欲化を図る。 

3
9
4 ×

5
3

9
8 ×

２ 問題を提示し、課題をつかませる。

10
3

9
8 × の計算のしかたをくふうしよう。 

・計算の途中で約分

できることに気付

かせ、前時の既習

内容を想起させ

る。 

た

し

か

め

る

２５

分

３ 各自見通し

をもたせ自力

解決を行う 

４ 考えを発表

し、計算のし

かたを確かめ

る

３ 自力解決をさせる。

○ 式を見て、工夫できるところはないか考えよう。

・８と１０、９と３で約分ができそうだ。

４ 各自の考えを発表させ、計算の仕方をまとめる。

ア 計算してから約分する イ 途中で約分する

10
3

9
8 × ＝

109
38

×
×

10
3

9
8 × ＝

109
38

×
×

＝
90
24

＝
15
4

＝
15
4

○ どちらの計算の方が早く簡単にできますか。

・途中で約分できるときは、約分してから計算すると簡単に

早くできる。

５ 練習問題をさせ、途中で約分する計算の方法を確認させる。

①
4
1

7
6 × ②

5
7

14
3 × ③

9
4

2
3 × ④

10
9

12
5 × ⑤

9
86×

○ 整数×分数の計算の仕方を考えさせる。

9
86× ＝

9
8

1
6 × ＝

91
86

×
×

＝
3

16
（

3
15 ）

・整数×分数の計算は整数を分母１の分数に直すと、真分数

×真分数の計算方法でできる。

・答えを約分してい

ない児童には、も

っと簡単な分数に

表せないか気付か

せる。

・答えを約分した児

童には、もっと簡

単な方法はないか

考えさせる。

・途中で約分できる

ときは、約分して

から計算すると簡

単にできることの

よさに気付かせ

る。 
・時間を決めて問題

を解かせる。

・整数を分母１の分

数に直すと、真分

数×真分数の計算

方法でできること

に気付かせる。

・既習の分数×整数

の計算も同じよう

にできることを確

認する。

ひ

ろ

げ

る

１０

分

５ まとめる ６ まとめをさせる。

計算の途中で約分できるときは、約分してから計算する

と簡単にできます。

７ 確かめ問題をさせる。

①
5
4

6
5 × ②

9
5

5
3 × ③

9
1012× ④ 6

8
3 ×

８ 学習感想をノートに書かせる。

９ 次時の学習を知らせる。

（評） 
Ａ→４問中４問

Ｂ→４問中３問

Ｃの児童への手立て→途

中で約分する手順を再度

確認する。

・確かめ問題が終わった児童に

は、問題のタイプを選んでチ

ャレンジさせる。

・次時は、分数で長方形の

面積を求めます。

（３）評 価 ・計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単であることを理解できたか。

・整数×分数の計算のしかたを理解し、その計算ができたか。
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７ 板書計画

９／３ 分数のかけ算

ｐ６６

問 題 課 題

の計算のしかたをくふうしよう

〈見通し〉 児童の考え 〈整数×分数〉

・約分

・８と１０

・９と３ まとめ

計算の途中で約分できる

ときは、約分してから計算

練習問題 すると簡単にできます。

６ 本時の展開

（１）目標 計算の途中で約分できるときは、約分すると簡単なことを理解する。

整数×分数の計算のしかたを理解し、その計算ができる。

（２）展開 （Ｂコース ペンギンコース）

段階 学習活動 教師の働きかけ・児童の反応 留意点

。つ １ 問題①を提示 １ 問題を提示し、課題をつかませる。 ・前時の想起をする

か し、学習課題を確

む 認す の計算しかたをくふうしよう。

３分 る。

２ 計算のしかたを 自力解決させる。 ○自分の考えで、自

考える。 ア．約分していない児童には 「もっと簡単な分数 力解決しようとして、

た に表せませんか」と助言する。 いるか。

イ． を と約分した児童には 「計算の途中、

で約分できませんか」などと助言する。

、 。し ３ 考えを発表し、 ３ 各自の考えを発表させ 計算のしかたをまとめる

計算のしかたを確 ア 計算してから Ｂ
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9
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9
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3
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9
8

1
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9
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分数×分数 問題

いろいろな問題

練習問題 名前

① ②

4
1

7
6 ×

5
7

14
3 ×

③ ④

9
4

2
3 ×

10
9

12
5 ×

⑤

9
86 ×



算数の学習は好きですか

0% 50% 100%

６月

７月

好き

どちらかという
と好き

どちらかという
と嫌い

嫌い

計算問題は好きですか

0% 50% 100%

６月

７月

好き

どちらかという
と好き

どちらかという
と嫌い

嫌い

文章問題は好きですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

７月
好き

どちらかというと好き

どちらかというと嫌い

嫌い

一斉指導は好きですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

７月
好き

どちらかというと好き

どちらかというと嫌い

嫌い



ＴＴ指導は好きですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

７月
好き

どちらかというと好き

どちらかというと嫌い

嫌い

２コース学習は好きですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

７月
好き

どちらかというと好き

どちらかというと嫌い

嫌い

３コース学習は好きですか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６月

７月
好き

どちらかというと好き

どちらかというと嫌い

嫌い




